
令和６年度避難訓練年間計画表 

石巻市立水押保育所 

月 設 定 ね    ら    い 

4 月 避難訓練の話 

◎非常ベルの周知 

・避難訓練についてクラス毎に話をする。・職員の役割、持ち物について確認。 

・非常ベルの音を聞き、保育士のそばに集合。・常に子どもの人数を把握する。    

５月 △地震～津波 

（引き渡し訓練） 

・地震～大津波警報発令想定の引き渡し訓練を行う。 

・保護者のお迎え時の車の誘導、引き渡し時の確認などを行う。 

６月 ◎火災 

（所庭に避難） 

クラス保育中の火災発生を想定し、上靴のまま所庭へ避難する。 

・慌てず、安全に誘導し避難する。「お・は・し・も」の周知 

７月 ♢不審者 

（室内避難） 

△地震 

（雨天時）   

・不審者侵入時の避難方法を知る。 

・侵入経路に応じての避難方法を確認する。「いか・の・お・す・し」の周知 

・地震～身を守り、雨天時の避難を想定して雨具を着用する。 

・サイズや自分のものを見分けられるか、また自分で着ることができるか確認する。 

８月 

 

９月 

〇川の氾濫 

（近隣の高台に避難） 

・川の氾濫の恐れがあり急を要する場合は、市営住宅４号棟の 3 階廊下に避難する。 

・事前に地域の方の協力・理解をもらう。 

 

10 月 

△地震・津波 

第二避難所へ

の避難 

・地震・津波の避難方法を知り、中里小学校(地域指定避難所)まで避難する。 

・避難経路を確認し、年齢に応じ安全に避難できるよう配慮する。 

（未満児等は避難車利用）・職員はビブス着用 

 

11 月 

総合避難訓練 

◎火災 

 

♢不審者 

（戸外から室内への避難） 

・職員の通報～避難誘導及び消化器による初期消火の訓練実施（消防署へ申請） 

（消防署員より実際の指導を受ける）   ・救急車両の見学。 

 

・不審者侵入時の避難方法を知る。 

・戸外遊び時・散歩時などの避難について知り、危機管理意識をもつ。 

・共通の合図を送り、通報訓練を行う。  

 

12 月 

防火教室 

（消防署指導員） 

・防火教室に参加し、防火について学ぶ。 

・状況に応じた避難誘導ができるよう、火災に対する認識を高める。 

１月 ◎火災-予告なし 

（9:30 頃） 

・非常ベルの音を聞き、保育士の指示に従い速やかに避難する。 

・火災訓練での約束を再確認する。 

２月 △地震 

給食時の訓練 

・地震の避難方法を知る（給食時）。 

・どんな時でも、指示に従って行動できるようにする。・       

 

３月 

△地震 

（午睡時の避難） 

・布団の中へもぐり、頭部を守る。・着衣・防災頭巾着用訓練を行う。  

・場所・場合に応じた行動がとれるようにする。・地震訓練での約束を再確認する。 

 花火指導 ・花火の正しい遊び方の指導を受け、防火への関心を高める。 

 原子力避難 

(石巻市) 

・屋内退避―ホールに集まり窓のカーテンを閉める。 

＊奇数月に防災頭巾を被る練習をする      ＊Ｊアラートは全国一斉に従って行う   

 ※ 網掛けは職員のねらいや配慮事項を示しています。 


